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口絵1上；唐鼓遺跡出土木製腕輪（中央）と石膏無雑（左・右）

　　　下：同類杯の石膏模型（雄型）
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7．透彫漆塗飾板の模型（三型）　　　　　　　　8．小型丸木弓の模型（雄型）

　　　　　　　　　口絵2　唐古遺跡出土木器の模型資料



資
料
紹
介博

物
館
資
料
と
し
て
の
石
膏
模
型

唐
古
遺
跡
出
土
木
器
の
保
存
と
活
用

村東

上村

純
　
　
子

由
美
子

博物館資料としての石膏模型（東村・村上）

唐
古
遺
跡
の
調
査
と
模
型
製
作

　
京
都
大
学
に
は
、
考
古
学
に
関
連
す
る
石
膏
模
型
が
数
多
く
保
管
さ
れ
て

い
る
。
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
パ
ル
テ
ノ
ン
神
殿
、
ミ
ケ
ー
ネ
の
ア
ト
レ
ウ
ス
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

宝
庫
、
飛
鳥
石
舞
台
古
墳
の
墳
丘
と
石
室
と
い
っ
た
こ
れ
ら
の
石
膏
模
型
は
、

京
都
大
学
に
考
古
学
講
座
を
開
設
し
た
初
代
教
授
の
濱
田
耕
作
自
身
に
よ
る

も
の
か
、
ま
た
は
そ
の
指
導
下
で
考
吉
学
教
室
（
現
考
古
学
研
究
室
）
に

お
い
て
製
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
中
に
、
遺
物
の
実
大
模
型
と
し
て

戦
前
に
発
掘
さ
れ
た
唐
古
遺
跡
の
木
器
の
石
膏
模
型
が
存
在
す
る
こ
と
は
、

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

　
奈
良
県
田
原
本
町
に
所
在
す
る
血
潮
遺
跡
は
、
一
九
三
七
年
に
京
都
帝
国

大
学
文
学
部
の
考
古
学
教
室
が
調
査
を
行
い
、
近
畿
弥
生
土
器
編
年
の
基
準

資
料
と
と
も
に
多
数
の
木
製
農
具
や
炭
化
米
が
出
土
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

弥
生
文
化
が
稲
作
農
耕
を
基
盤
と
し
た
こ
と
が
初
め
て
実
証
さ
れ
た
。
後
に

唐
人
・
鍵
遺
跡
と
呼
ば
れ
る
こ
の
遺
跡
の
最
初
の
調
査
成
果
を
ま
と
め
た

『
大
和
唐
古
弥
生
式
遺
跡
の
研
究
撫
（
以
下
、
槻
唐
古
報
告
』
と
略
称
す
る
）

は
、
小
林
行
雄
に
よ
る
弥
生
土
器
編
年
研
究
の
精
華
で
あ
る
と
と
と
も
に
、

末
永
雅
雄
ら
に
よ
る
出
土
木
器
研
究
の
暁
鐘
で
も
あ
る
。
出
土
木
器
は
容

器
・
農
工
具
・
機
織
具
・
武
具
・
装
身
具
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
用
途
や
機
能
、
器
種
別
に
み
た
用
材
の
傾
向
や
木
取
り
の
原
則
、
木
器
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

工
の
工
程
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
学
史
的
意
義
が
極
め
て
高
い
木
器
の
石
膏
落
雷
で
あ
る
が
、
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京
都
大
学
に
長
ら
く
保
管
さ
れ
た
ま
ま
、
近
年
ま
で
学
術
的
研
究
に
利
用
さ

れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
考
古
学
研
究
で
は
実
物
が
重
視
さ
れ
、

模
型
は
実
物
に
対
す
る
二
次
資
料
と
し
て
軽
視
さ
れ
が
ち
で
あ
る
の
が
そ
の

要
因
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
二
〇
〇
九
年
に
至
っ
て
、
上
原
真
入
が
こ
れ
ら
の

石
膏
模
型
の
う
ち
斧
膝
柄
三
点
を
詳
細
に
観
察
し
、
実
物
が
消
滅
あ
る
い
は

変
形
し
た
現
在
で
も
、
模
型
か
ら
加
工
痕
や
木
取
り
、
全
体
の
形
状
な
ど
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

明
瞭
に
読
み
取
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。

　
本
稿
は
、
石
膏
模
型
が
も
た
ら
す
情
報
の
重
要
性
が
あ
ら
た
め
て
認
識
さ

れ
た
こ
と
を
受
け
、
模
型
（
雄
型
）
の
み
で
な
く
そ
の
製
作
用
の
型
（
雌

型
）
も
含
め
た
全
点
調
査
を
行
い
、
木
器
と
あ
わ
せ
た
総
括
的
な
考
察
を
経

て
、
博
物
館
資
料
と
し
て
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
京
都
大
学
保
管
の
著
書
遺
跡
出
土
木
器
と
そ
の
模
型
な
ら
び
に
模

型
製
作
用
の
型
（
と
も
に
材
質
は
石
齋
）
の
現
存
数
を
確
認
す
る
。
先
の
上

原
論
文
で
は
三
点
の
模
型
が
紹
介
さ
れ
た
が
、
調
査
の
結
果
、
未
報
告
資
料

を
含
む
八
○
点
近
く
の
木
器
と
、
計
四
四
点
の
模
型
（
雄
略
）
、
模
型
製
作

に
と
も
な
う
雌
型
が
二
一
個
体
配
保
管
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
（
表

1
右
）
。
特
に
、
雌
型
は
、
実
物
か
ら
直
接
型
取
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、

内
面
観
察
に
よ
り
木
器
の
加
工
や
使
用
痕
跡
の
詳
細
な
検
討
が
で
き
、
実
物

で
は
失
わ
れ
た
情
報
を
補
完
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
、
咽
唐
古
報
告
鳴
の
序
言
、
及
び
序
説
に
よ
れ
ば
、
発
掘
調
査
の
段

階
か
ら
木
器
の
「
応
急
の
処
理
」
と
模
型
製
作
が
行
わ
れ
、
木
器
な
ど
の
遺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

物
が
研
究
上
の
必
要
か
ら
復
元
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
の
濱
田
の
「
証
言
」
を

も
と
に
、
本
稿
で
は
模
型
の
復
元
形
態
に
も
着
目
す
る
。
濱
田
に
よ
る
考
古

学
研
究
の
理
念
、
博
物
館
資
料
を
通
し
た
教
育
理
念
は
そ
こ
に
現
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。
こ
の
観
点
か
ら
、
博
物
館
資
料
と
し
て
の
模
型
の
利
用
の

意
義
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
た
い
。

①
濱
田
耕
作
・
高
橋
逸
夫
・
梅
原
末
治
『
大
和
島
庄
石
舞
台
の
巨
石
古
墳
』
京
都

　
帝
国
大
学
文
学
部
考
古
学
研
究
報
告
第
一
四
柵
、
一
九
三
七
年
。

②
末
永
雅
雄
・
小
林
行
雄
・
藤
岡
謙
二
郎
糊
大
和
唐
古
弥
生
式
遺
跡
の
研
究
』
京

　
都
帝
国
大
学
文
学
部
考
古
学
研
究
報
告
第
一
六
冊
、
｝
九
四
三
年
。

③
上
原
真
人
「
レ
プ
リ
カ
の
威
力
扁
噛
木
・
ひ
と
・
文
化
i
出
土
木
器
研
究
会

　
論
集
一
1
睡
出
土
木
器
研
究
会
、
一
一
一
－
一
一
九
頁
、
二
〇
〇
九
年
。

④
前
掲
注
②
序
善
…
三
↓
二
頁
、
序
文
六
頁
註
⑩
。

二
　
現
存
す
る
木
器
、
石
膏
模
型
（
三
型
）
と
雌
型

　
埋
没
中
の
木
器
は
、
組
織
に
浸
透
し
た
水
分
に
よ
り
、
か
ろ
う
じ
て
形
を

保
っ
て
い
る
が
、
出
土
後
は
水
分
が
失
わ
れ
る
と
と
も
に
収
縮
・
変
形
が
急

速
に
進
ん
で
し
ま
う
。
現
在
は
、
水
分
を
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
（
以

下
、
P
E
G
と
す
る
）
や
糖
ア
ル
コ
ー
ル
等
に
置
換
す
る
保
存
処
理
技
術
が

開
発
さ
れ
て
い
る
が
、
唐
古
遺
跡
の
発
掘
当
時
、
こ
の
よ
う
な
処
理
技
術
は

未
開
発
で
あ
っ
た
。
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博物館資料としての石膏模型（東村・村上）

　
発
掘
さ
れ
た
木
器
は
長
ら
く
ホ
ル
マ
リ
ン
水
に
漬
け
保
管
さ
れ
て
き
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

水
を
定
期
的
に
交
換
す
る
作
業
は
考
古
学
研
究
室
の
助
手
が
継
承
し
、
一
九

八
○
年
代
半
ば
に
な
り
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
で
P
E
G
に
よ
る
保
存
処

理
が
施
さ
れ
た
。
他
に
も
乾
燥
化
し
た
未
処
理
の
木
器
が
一
部
存
在
す
る
。

こ
れ
ら
木
器
の
遺
存
状
態
は
良
好
と
は
い
え
な
い
も
の
の
、
表
1
に
示
す
よ

う
に
『
唐
古
報
告
』
に
掲
載
の
木
器
の
大
部
分
が
現
存
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
…
方
、
石
膏
模
型
は
、
計
四
四
点
分
が
確
認
で
き
る
（
表
1
）
。
後
述
す

る
よ
う
に
、
石
膏
模
型
は
、
木
器
研
究
上
の
必
要
か
ら
出
土
直
後
の
記
録
保

存
を
目
的
に
製
作
さ
れ
た
。
な
か
で
も
報
告
書
番
号
1
番
、
2
番
、
6
番
、

！9

ﾔ
、
2
1
番
の
容
器
類
と
3
2
番
の
横
杓
子
、
6
0
番
の
鋤
の
模
型
、
図
版
第
7
9

の
透
彫
漆
塗
飾
板
の
模
型
（
口
絵
2
－
7
）
な
ど
は
、
実
物
の
木
器
が
現
存

せ
ず
、
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
ま
た
、
木
器
と
石
膏
模
型
の
双
方
が
現
存
す

る
も
の
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
が
、
模
型
に
比
べ
て
木
器
は
出
土
時
の
原
形
を

と
ど
め
な
い
も
の
が
多
い
。
上
原
真
人
は
、
先
の
論
文
で
斧
弓
柄
と
そ
の
未

製
品
（
4
6
番
、
4
7
番
、
4
8
番
）
の
模
型
を
例
に
挙
げ
、
木
器
で
は
不
明
瞭
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

加
工
痕
が
模
型
で
は
明
瞭
に
確
認
で
き
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　
さ
ら
に
、
今
回
の
調
査
で
模
型
（
雄
型
）
を
製
作
す
る
た
め
の
雌
型
も
現

存
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
木
器
に
石
鹸
水
を
塗
布
し
た
上
で
直
接
、
石
膏

に
よ
り
型
取
り
し
た
も
の
で
、
こ
の
雌
型
を
も
と
に
模
型
（
雛
型
）
が
作
ら

れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
雌
型
は
木
器
の
加
工
痕
や
木
取
り
等
を
よ
り
精
緻
に

残
す
も
の
と
し
て
重
要
で
あ
ろ
う
。
実
際
に
、
置
型
内
蒔
に
木
目
や
加
工
痕

な
ど
が
鮮
明
に
写
し
取
ら
れ
て
お
り
、
1
9
番
、
3
2
番
、
7
4
番
（
図
1
）
の
3

点
に
つ
い
て
は
、
木
器
自
体
は
現
存
し
な
い
も
の
の
、
雌
型
に
残
る
痕
跡
か

ら
木
取
り
を
判
別
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
よ
う
に
、
模
型
（
雄
型
）
と

雌
型
の
双
方
の
存
在
か
ら
、
本
来
の
木
器
の
形
態
的
特
徴
を
立
体
物
と
し
て

把
握
で
き
、
細
部
の
加
工
技
術
面
の
再
検
討
も
可
能
で
あ
る
。

①
京
都
大
学
名
誉
教
授
小
野
山
塗
壁
よ
り
木
器
の
管
理
状
況
に
つ
い
て
ご
教
示
い

　
た
だ
い
た
。

②
前
掲
第
一
章
注
③
。

三
　
雌
型
が
も
た
ら
す
情
報

　
雌
型
は
少
な
く
と
も
一
＝
個
体
分
が
確
認
で
き
、
ほ
ぼ
完
全
に
残
る
例
で

は
木
器
一
点
に
つ
き
三
つ
、
も
し
く
は
二
つ
の
型
で
構
成
さ
れ
る
。
横
杓
子

（
3
2
番
）
、
平
鍬
（
3
8
番
）
（
口
絵
2
1
2
）
、
斧
の
膝
柄
未
製
品
（
4
8
番
）
、

「
樺
纏
黒
漆
塗
弓
」
（
8
2
番
）
な
ど
は
、
半
周
分
の
割
れ
型
一
つ
と
四
分
の

一
周
分
の
割
れ
型
二
つ
の
計
三
つ
の
型
で
、
木
器
一
点
の
全
形
が
復
元
で
き

る
。
ま
た
、
唐
古
木
器
の
な
か
で
唯
一
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る

「
木
製
漆
塗
腕
輪
漏
（
指
定
の
名
称
は
「
木
製
黒
漆
塗
釧
残
欠
」
）
の
雌
型
も

確
認
で
き
、
二
つ
の
割
れ
型
で
構
成
さ
れ
る
（
口
絵
1
上
）
。
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表1　唐古遺跡（1次調査）出土木製品と石膏模型・型の一覧表

報告書番号 報告書名称 名　　　称
樹 種 模型・型

出土地点（共伴土器の様式）
1939年同定 2013年同定

木取り 木　器
雄型 雌型

1 筒形木器 鉢 第99号地点竪穴（第1様式） ○
2 鉢形木器 椀 第57号地点 サクラ ○ ○

3 鉢形木器 椀 不明 クワ

4 鉢形木器 台付椀 不明 ケヤキ 横木取り ○乾燥 ○
5 鉢形木器 台付鉢 不明
6 鉢形木器 椀 不明 ○
7 鉢形木器 椀 不明
8 鉢形木器 高杯 第65号地点（第1様式） ケヤキ
9 鉢形木器 椀 不明 横木取り OPEG
10 鉢形木器 脚 不明 クワ属 横木取り OPEG

第68図
11

P2

鉢形木器

tt形木器

無頸壼未製品

tt
第60号地点

謔P号地点（第1様式）

横木取り

｡木取り

OPEG
nPEG

○

13 高杯形木器 高杯 第65号地点（第1様式） ケンポナシ ケンポナシ属 横木取り OPEG ○

14 高杯形木器 高杯（杯） A号地点竪穴（第1様式） クワ 横木取り ○

15 高杯形木器 高杯（脚・雇い柄） A号地点竪穴 横木取り OPEG ○
16 高杯形木器 高杯 不明
17 高杯形木器 高杯 A号地点 クワ属 横木取り OPEG ○
18 高杯形木器 高杯 第82号地点（第4様式） ケヤキ，ヒノキ 横木取り OPEG ○ ○
19 高杯形木器 高杯 第84号地点 ケヤキ 横木取り ○ ○

20 高杯形木器 高杯 第88号地点 横木取り ○
21 器台形木器 器台？ 不明 ○

22 器台形木器 小型臼 不明 クワ属 芯持丸木 OPEG
23 方盤形木器 四脚盤 北方砂層 クワ属 横木取り OPEG
24 方盤形木器 槽 第87号地点

第69図 25 舟形木器 把手付槽 西南隅泥土〈調査前〉 横木取り ○乾燥
26 未製品（高杯形） 高杯未製品 第65号地点（第1様式） 横木取り ○乾燥
27 未製品（裁頭錐形） 舟形椀未製品 南方部 横木取り ○乾燥
28 匙形木器 匙 第60号地点（第1様式） イヌガヤ 芯持削出 OPEG ○

第70図 29 匙形木器 匙 南方部 イヌガヤ 板目 OPEG
30 匙形木器 匙未製品 第87号地点 板目 ○乾燥

（
誌
卜
）

》
O
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樹 種 模型・型
報告書番号 報告書名称 名　　　称 出土地点（共融土器の様式）

1939年同定 2013年同定
木取り 木　器

雄型 雌型

31 杓形木器 網杓子 A号地点 ケヤキ OPEG
32 把手附杓形木器 横杓子か合子蓋 第82号地点 横木取り ○ ○

第70図
33

R4

未製品（柄鏡形）

｢製品（杓形〉

横杓子

｡杓子来製品

第49号地点

謔V8号地点 柾目 ○乾燥
35 未製品 横杓子 不明

36 未製品（陣笠状） 泥除未製品 第88号地点

37 平鍬 平取 第88号地点 シラカシ イチイガシ？ 柾目 OPEG ○

38 平鍬 糸葱 第97号地点竪穴 イチイガシ？ 柾百 OPEG ○

39 平鍬未製品 平鍬未製品 不明 柾目 ○乾燥
40 平鍬 平鍬 中央砂屡 柾目 OPEG ○

41 諸手鍬 平鍬 不明 アカガシ亜属 板自 OPEG ○

第71図
42

S3

諸手鍬

博闌L

平鍬

ｽ鍬

第97号地点竪穴

?西部泥土

シラカシ アカガシ亜属

Aカガシ亜属

板目

ﾂ目

OPEG
nPEG ○

○

44 馬鍬 又鍬 第49号地点 イチイガシ？ 柾目 OPEG
45 黎頭状木製品 斧膝柄 不明 クヌギ クヌギ節 割材 OPEG ○ ○

46 黎頭状木製品 斧膝柄 不明 クヌギ クヌギ節 割材 OPEG ○ ○

47 黎頭状木製品 斧膝柄未製品 不明 サカキ 割材 OPEG ○

48 黎頭状木製品 斧膝柄未製品 不明 クヌギ節 割材 OPEG ○ ○

49 平鍬未製品 平鍬未製品 第78号地点 イチイガシ 柾目 OPEG ○

第72図
50

T1

平鍬未製品

ｽ鍬未製品

平鍬未製品

ｽ鍬未製品

第40号地点竪穴

謔Q7号地点竪穴（第4様式）

柾目

叙ﾚ

○乾燥

寢｣燥
52 平鍬未製品 平鍬未製品 第27号地点竪穴（第4様式） 柾目 ○乾燥
54 鋤未製品 一木鋤 不明 柾目 ○乾燥
55 鋤 鋤 第60号地点竪穴 イチイガシ

56 斧頭状木器 斧直柄未製品 第99号地点竪穴（第1様式）

第73図
57

T8

斧頭状木器

?頭状木器

斧直柄未製品

?直柄未製品

第56号地点竪穴

謔U0号地点竪穴 アベマキ アカガシ亜属 割材 OPEG ○

59 鋤 鋤 不明 イチイガシ アカガシ亜属 柾目 OPEG
60 鋤 組合せ鋤身 不明 ○

61 用途不明 背負板 北方砂屡

第74図
62

U3

竪杵

G杵

竪杵

G杵

G号地点

謔X7号地点 アベマキ

クヌギ節 割材 OPEG
nP旦G

○

（め

B。

ｶ
8
目



報告書番号 報告香名称 名　　　称
樹 種 模型・型

出土地点（共伴土器の様式）
1939年同定 2013年同定

木取り 木　器
雄i型 雌型

64 竪杵 竪杵 第101号地点 ツバキ 芯持丸木 ○乾燥
65 竪杵 竪杵 第80号地点 クヌギ節 割材 OPEG
66 竪杵 竪杵 不明
67 竪杵 竪杵 不明 クヌギ節 割材
68 竪杵 竪杵 不明
69 木製紡錘車 紡錘車 不明
70 鋸形木製品 緯打具 第99号地点竪穴（第1様式） サカキ

第74図 71 箆形木製品 琴 中央砂暦 板目 ○乾燥 ○
72 箆形木製品 琴 不明 板廻 OPEG
73 用途不明 不明 ○

74 両把刀形木製品 布送具（凹形） 不明 クワ 柾目 ○

75 槌形木製品 横槌 A号地点 クヌギ クヌギ節 割材 OPEG ○
76 用途不明 不明品 不明 芯持丸木 OPEG ○

77 用途不明 栓 不明 割材 OPEG
78 用途不明 不明 割材 OPEG ○
81 樺纏黒漆塗弓 弓 中央砂層 芯持丸木 OPEG
82 樺纏黒漆塗弓 弓 中央砂層 芯持丸木 OP£G ○
83 樺纏黒漆塗弓 弓 中央砂層 芯持丸木 OPEG ○ ○
84 黒漆塗弓 弓 中央砂暦 芯持丸木 OPEG
85 小型丸木弓 弓 第51地点 芯持丸木 OPEG
86 小型丸木弓 弓 中央砂厨 芯持丸木 OPEG ○

87 小型丸木弓 弓 申央砂層 ○

第75図
88

W9

小型丸木弓

ｬ型丸木弓
弓
樗

申央砂漏

s明

○

90 小型丸木弓 弓 不明 芯持丸木 OPEG
91 小型丸木弓 弓 不明 芯持丸木 OPEG ○
92 小型丸木弓 弓 不明
93 小型丸木弓 弓 不明 ○

94 小型丸木弓 弓 不明 芯持丸木 OPEG
95 小型丸木場 弓 中央砂腰 芯持丸木 OPEG ○

96 小型丸木弓 弓 中央砂層 芯持丸木 OPEG ○
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報告書番号 報告書名称 名　　　称
樹　　　種 模型・型

出土地点（共伴土器の様式）
1939年同定 2013年同定

木取り 木　器
雄型 雌型

第75図

97

X8

X9

ｳoo

P01

P02

小型丸木弓

ｬ型丸木弓

ｬ型丸木弓

阜`木製品

阜`木製品

阜`木製品

弓
豊
強
曲
形
曲
形
曲
形

不明

¥央砂層

?央砂層

s明
s明
謔X9号地点竪穴（第1様式）

クワ

Aベマキ

Cチイガシ

クヌギ節

Cチイガシ

無目丸木

ﾕ目丸木

初燒

目�

PEGO
oEGO

oEGO
oEG�

○
○
○
○
�版67� 9� 頭状（2点）� 錘� 明�

版70� 3� 形木器未製品� 未製品� 40号地点竪穴� 乾燥�
版75（上）　

@（下左）　

@（下中）　

@（下右）�

未製品杭

Y
杭
�

払具未製品杭

Y
杭
�

97号地点竪穴不

ｾ不
ｾ第
W0号地点�

材芯

搖ﾛ木�

PEGO

oEG�
�

版7680� 纏黒漆塗弓� � 央砂粒� 乾燥�
版79（上）　

@（下右）　

@（下左）　

@　（中）�

彫漆塗飾板木

ｻ漆塗腕輪木

ｻ漆塗腕輪漆

h櫛�

板腕

ﾖ腕
ﾖ竪
�

52号地点竪穴第

T1号地点不

ｾA
?地点�

マガキク

� 乾燥○

｣燥�

�
○

杓子� 明� 乾燥�
杵� 明� 乾燥�
型臼� 明� PEG�
型臼� 明� 乾燥�
朱製品鍬

i舟形隆：起）�

明不

ｾ�
チイガシア

Jガシ亜属�

目柾

ﾚ�
PEGO
oEG�

�
報告�

・鋤の一部鍬

E鋤の～部鍬

E鋤の一部鍬

E鋤の一部�

明不

ｾ不
ｾ不
ｾ�

チイガシア

Jガシ亜属ア

Jガシ亜属�

柾目柾

?柾?

ﾚ�

乾燥O
oEGO
oEGO
oEG�

送具（凸形）� 明� ワ属� 目� PEG�
駄� 明� 目� PEG� �

：樹種は同定を行ったものについて，糖古報告2掲載分（1939年尾中文彦同定）と現在の基準による結果（2013年能城修一氏同定）を示した。

　木取りは今圃の調査で確認できたものについて記入した。また木器と石膏模型・型は存在が確認できたものを○で示した。

　木器右欄に現状を示した。「乾燥」は自然乾燥「PEGjはポリエチレングリコールによる保存処理済みの状態を指す。

卜。
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1
．日

14番高杯（杯）　縮尺：’／6　　　　　／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！1，　15番・高杯（脚・雇い柄）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lil，，1・」，

　17番・高杯
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11，1／
　18番・高杯

、。番高杯　　　　　　　　　　；1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冒
　38番；平鍬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11

7幡、回送則胴木製品）　　　　　　し1
　84番・弓

　　　　　　　　　　図1　『唐古報告』掲載の木器実測図

注＝各左上の数字は本文・表1と共通の報告書番号，「A」や漢数字は出土地点を示す。
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博物館資料としての石膏模型（東村・村上）

（
1
）
　
三
型
に
残
る
明
瞭
な
製
作
加
工
や
使
用
の
痕
跡

　
雌
型
に
お
い
て
着
目
す
べ
き
は
、
割
れ
型
の
内
面
に
木
器
製
作
時
の
加
工

や
使
用
時
の
折
損
な
ど
の
微
細
痕
跡
が
確
認
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
以
下
、

具
体
例
を
述
べ
る
。

　
「
高
温
形
木
器
」
（
1
7
番
）
（
図
1
）
は
、
高
杯
の
脚
部
で
木
腰
文
の
彩
色

が
施
さ
れ
る
。
し
か
し
、
実
物
は
変
形
し
、
彩
色
や
加
工
痕
は
ほ
と
ん
ど
確

認
で
き
な
い
。
口
絵
2
－
3
は
、
そ
の
雌
型
で
高
圷
脚
部
の
外
面
に
接
す
る

型
と
、
二
分
割
構
成
で
内
面
に
接
す
る
型
か
ら
成
る
。
後
者
に
は
、
高
杯
製

作
時
の
削
り
痕
が
明
瞭
に
写
し
取
ら
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
（
口
絵
2
1

4
）
。

　
「
樺
纏
里
…
漆
塗
弓
」
（
8
3
番
）
（
図
1
）
は
、
木
器
と
模
型
（
雄
型
）
、
雌

型
の
一
部
が
揃
う
。
木
器
は
P
E
G
に
よ
る
保
存
処
理
が
施
さ
れ
た
も
の
の
、

全
体
的
に
歪
み
、
樺
巻
の
大
半
は
剥
離
し
砕
片
が
残
る
。
一
方
、
雌
型
は
弓

の
外
形
半
分
が
残
存
し
、
全
巻
や
両
端
の
折
損
部
の
痕
跡
が
明
瞭
に
残
る
。

模
型
（
髪
型
）
に
も
そ
の
参
上
や
両
端
の
折
損
部
が
写
し
取
ら
れ
て
お
り
、

本
来
の
形
態
的
特
徴
を
伝
え
て
い
る
。

　
遺
跡
か
ら
出
土
す
る
弓
は
折
損
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
唐
古
木
器
に
お

い
て
も
例
外
で
は
な
い
。
弓
を
廃
棄
に
際
し
て
意
図
的
に
折
っ
た
と
い
う
考

え
も
あ
る
が
、
使
用
時
の
破
損
の
た
め
に
完
形
品
が
少
な
い
と
も
考
え
ら
れ

①る
。
旧
例
に
つ
い
て
も
他
の
出
土
弓
と
合
わ
せ
て
使
用
状
況
の
考
察
が
で
き

る
か
も
し
れ
な
い
。

（
2
）
　
実
物
資
料
を
補
完
す
る
雌
型

　
平
鍬
（
3
8
番
）
（
図
1
）
の
雌
型
は
、
鍬
身
前
面
の
型
一
面
と
、
柄
を
装

着
す
る
隆
起
を
も
つ
後
面
の
型
二
面
と
で
構
成
さ
れ
る
（
口
絵
2
－
2
）
。

型
の
左
右
の
縁
に
は
鍬
身
前
面
と
後
面
を
組
み
合
わ
せ
る
た
め
の
凹
凸
を
設

け
る
。
墨
型
は
平
鍬
の
欠
損
部
を
補
っ
た
状
態
で
作
成
さ
れ
て
お
り
、
本
来

の
形
状
の
復
元
が
、
雌
型
を
作
る
段
階
で
す
で
に
意
図
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。
現
在
、
こ
の
平
飼
の
実
物
は
乾
燥
に
よ
り
著
し
く
変
形
し
、
図
化

さ
れ
た
時
点
か
ら
さ
ら
に
折
損
も
進
ん
で
い
る
。
実
物
で
木
取
り
を
確
認
す

る
こ
と
は
で
き
る
が
、
そ
の
他
の
属
性
は
雌
型
や
実
測
図
か
ら
読
み
取
り
、

情
報
を
総
合
化
す
る
必
要
が
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
雌
型
か
ら
刃
部
の
加
工

痕
や
右
側
面
の
欠
損
状
態
を
、
実
測
図
か
ら
柄
の
装
着
角
度
を
確
認
す
る
こ

と
で
そ
れ
ぞ
れ
の
情
報
を
合
わ
せ
た
検
討
や
立
体
的
な
再
現
が
可
能
に
な
る
。

　
「
高
杯
形
木
器
」
（
1
4
番
・
1
5
番
）
（
図
1
）
は
、
水
平
縁
を
も
つ
　
個
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
ぞ

の
高
杯
を
構
成
す
る
部
位
で
、
杯
部
と
脚
部
は
雇
い
柄
に
よ
り
組
み
合
わ
せ

る
。
雇
い
柄
と
は
、
二
つ
の
部
材
を
結
合
す
る
と
き
、
双
方
に
柄
孔
を
穿
ち
、

さ
ら
に
別
書
で
そ
の
間
を
結
合
す
る
際
の
、
結
合
用
別
号
の
こ
と
を
指
し
、

別
名
は
墨
柄
と
も
い
う
。
『
着
古
報
告
繍
で
は
第
一
様
式
土
器
と
共
産
し
、
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口
縁
形
態
に
土
器
と
の
共
通
性
が
み
ら
れ
る
こ
と
、
脚
部
を
柄
継
ぎ
に
組
み

合
わ
せ
る
点
な
ど
か
ら
、
木
製
高
杯
が
土
器
の
書
聖
に
先
行
す
る
と
考
え
ら

れ
た
。
高
杯
脚
部
に
雇
い
柄
を
用
い
る
類
例
は
ま
だ
少
な
く
、
そ
の
結
合
技

術
の
実
態
や
弥
生
時
代
に
お
け
る
木
工
用
韓
輔
の
存
否
な
ど
、
本
例
か
ら
発

せ
ら
れ
た
問
題
は
今
な
お
残
さ
れ
て
い
る
。

　
1
5
番
の
雇
い
柄
と
脚
部
は
実
物
と
模
型
が
と
も
に
現
存
す
る
が
、
保
存
処

理
後
の
現
況
で
は
実
物
に
若
干
の
ひ
ず
み
が
生
じ
て
お
り
、
両
者
を
組
み
合

せ
て
結
合
し
た
状
態
を
再
現
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
の
点
、
出
土
時
の
形

状
を
保
つ
模
型
で
あ
れ
ば
、
結
合
状
態
を
再
現
し
、
ま
た
外
し
て
各
部
材
の

個
々
の
形
状
を
確
認
す
る
、
と
い
っ
た
作
業
を
行
っ
て
も
支
障
は
少
な
い
。

ま
た
、
1
4
番
の
杯
部
は
実
物
も
模
型
も
現
存
し
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
模

型
の
雌
型
が
残
さ
れ
て
い
た
。
口
絵
2
1
1
は
、
杯
の
口
縁
部
を
上
下
二
面

に
分
け
て
形
取
り
し
た
も
の
で
あ
る
。
雌
型
で
は
実
測
図
に
表
さ
れ
た
小
勢

も
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
組
み
合
う
雌
型
を
現
在
の
技
術
で
三
次
光
計
測
す

れ
ば
、
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
本
来
の
形
を
再
現
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
「
両
意
識
木
製
品
」
（
7
4
番
）
（
図
1
）
は
詫
状
式
原
始
機
の
布
巻
熊
胆
（
凹

形
木
製
晶
）
で
、
側
面
の
煮
浸
に
経
の
端
を
結
ん
だ
細
竹
を
は
め
、
織
り
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

が
つ
た
布
を
巻
き
取
る
も
の
と
想
定
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
報
告
外
の
木

器
中
に
こ
れ
に
組
み
合
う
と
み
ら
れ
る
凸
形
木
製
品
が
確
認
で
き
た
（
表
1

未
報
告
分
の
布
送
具
）
。
二
〇
＝
二
年
に
行
わ
れ
た
樹
種
同
定
で
、
凸
形
木

製
品
は
ク
ワ
属
と
判
明
し
て
お
り
、
欄
唐
古
報
告
婦
で
凹
形
木
製
品
が
ク
ワ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

と
鑑
定
さ
れ
た
結
果
と
も
矛
盾
は
な
い
。
凹
形
木
製
品
と
凸
形
木
製
晶
は
、

他
遺
跡
出
土
例
を
含
め
た
検
討
か
ら
、
こ
れ
ら
二
材
で
輪
状
に
揃
え
た
経
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

挟
み
、
織
り
上
が
っ
た
布
を
送
る
輪
状
式
原
始
機
の
布
送
馬
と
推
定
で
き
る
。

　
『
麿
古
報
告
舳
の
凹
形
木
製
品
の
実
物
（
7
4
番
）
は
失
わ
れ
て
い
る
が
、

雌
型
が
現
存
す
る
（
口
絵
2
－
5
）
。
身
の
上
下
両
面
を
被
う
構
造
で
、
内

面
に
柾
目
の
木
目
や
加
工
痕
が
観
察
で
き
る
。
『
振
古
報
告
臨
に
よ
れ
ば
、

身
の
両
端
近
く
に
施
さ
れ
た
段
差
が
片
蓋
の
み
に
あ
り
、
雌
型
で
は
そ
の
事

実
も
確
認
で
き
る
（
口
絵
2
－
6
）
。
段
の
内
側
の
長
さ
は
織
り
上
が
る
布

幅
に
ほ
ぼ
対
応
す
る
。
身
の
表
裏
面
に
お
け
る
段
の
有
無
は
、
布
祭
具
を
組

み
合
わ
せ
る
目
印
と
な
っ
た
と
推
察
で
き
る
。

　
以
上
、
「
高
杯
形
木
器
」
に
お
い
て
は
、
脚
部
と
雇
い
柄
の
実
物
と
模
型
、

捌
口
縁
部
の
書
法
の
存
在
か
ら
、
そ
の
形
状
を
立
体
的
に
把
握
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
ま
た
、
「
両
把
刀
木
製
品
」
（
凹
形
木
製
品
）
に
お
い
て
は
そ
の
雌

型
と
凸
形
木
製
品
の
実
物
の
存
在
か
ら
、
一
対
に
組
み
合
う
布
送
具
が
再
現

可
能
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
模
型
（
雄
型
）
の
み
な
ら
ず
雌
型
の
観
察
に

よ
り
、
木
器
の
木
取
り
、
加
工
痕
や
使
用
法
の
よ
り
詳
細
な
検
討
が
で
き
、

失
わ
れ
た
実
物
資
料
の
情
報
が
補
完
で
き
る
の
で
あ
る
。

①
鈴
木
信
・
臼
居
直
之
「
狩
猟
の
た
め
の
道
具
扁
『
季
刊
考
古
学
輪
第
四
七
号
、

　
一
九
九
四
年
、
二
九
⊥
二
二
買
、
雄
山
閣
出
版
、
及
び
首
都
大
学
來
京
教
授
の
山
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田
昌
久
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
（
山
圏
昌
久
「
新
保
遺
跡
出
土
木
製
品
・
加
工
材
」

　
『
新
保
遺
跡
－
臨
群
馬
県
教
育
委
員
会
、
～
九
八
六
年
、
一
五
～
1
～
六
七
翼
）
。

②
太
田
英
蔵
「
登
呂
遺
跡
出
土
の
織
具
－
弥
生
式
土
器
時
代
の
織
機
の
復
原

　
1
」
『
学
芸
馳
一
二
六
、
一
九
四
八
年
、
二
〇
1
四
〇
頁
。
角
山
幸
洋
『
日
本
染

　
織
発
達
史
』
田
畑
書
店
、
～
九
六
入
筆
。
竹
内
晶
子
『
弥
生
の
布
を
織
る
』
東
京

　
大
学
出
版
会
、
一
九
八
九
年
。

③
　
『
唐
古
報
告
』
で
は
「
ク
ハ
」
と
記
載
さ
れ
た
が
、
後
掲
注
第
四
章
注
③
の
尾

　
申
文
献
で
は
「
ヤ
マ
グ
ハ
」
と
同
定
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
樹
種
に
つ
い
て
、
種
ま

　
で
は
識
別
せ
ず
に
属
レ
ベ
ル
ま
で
の
同
定
に
と
ど
め
る
場
合
は
「
ク
ワ
属
」
、
さ

　
ら
に
種
レ
ベ
ル
ま
で
識
別
で
き
る
と
い
う
立
場
を
と
る
場
合
は
「
ヤ
マ
グ
ワ
」
と

　
の
同
定
結
果
と
な
る
。
そ
の
た
め
両
者
の
結
果
に
矛
盾
は
な
い
と
い
え
る
。
同
様

　
に
、
表
－
樹
種
欄
の
「
ケ
ン
ポ
ナ
シ
」
と
「
ケ
ン
ポ
ナ
シ
属
」
、
「
ク
ヌ
ギ
」
や

　
「
ア
ベ
マ
キ
」
と
「
ク
ヌ
ギ
節
」
の
差
異
に
も
矛
盾
は
な
い
。

④
東
村
純
子
「
輪
状
式
原
始
機
の
研
究
」
『
古
代
文
化
』
第
六
〇
巻
第
　
号
、
二

　
〇
〇
八
年
、
一
⊥
＝
頁
。

四
　
模
型
の
製
作
目
的
と
活
用
の
意
義

　
模
型
製
作
の
第
｝
の
目
的
は
、
出
土
木
器
に
対
す
る
「
応
急
の
処
理
扁
で

あ
り
、
濱
田
耕
作
の
監
督
下
で
行
わ
れ
た
こ
と
が
、
『
庸
古
報
告
臨
の
高
書

　
　
　
　
　
　
　
①

に
明
記
さ
れ
て
い
る
。
当
時
、
現
場
を
担
当
し
た
末
永
雅
雄
は
、
模
型
製
作

の
経
緯
に
つ
い
て
「
発
掘
さ
れ
た
木
器
は
夕
食
後
寝
る
ま
で
の
問
に
実
測
図

を
つ
く
る
。
（
中
略
）
実
測
図
が
終
わ
れ
ば
、
菰
に
包
ん
で
宿
屋
の
庭
の
池

に
入
れ
て
置
い
て
、
翌
日
教
室
へ
運
び
、
荒
谷
芳
雄
さ
ん
が
石
膏
で
原
型
を

つ
く
っ
て
復
原
模
型
を
す
る
。
そ
の
あ
と
す
ぐ
植
物
学
教
室
へ
送
る
。
」
と

　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

語
る
。
木
器
の
発
掘
直
後
に
模
型
製
作
か
ら
樹
種
同
定
ま
で
迅
速
に
行
わ
れ

た
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
濱
田
耕
作
の
研
究
教
育
に
対
す
る
理
念
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
模
型

製
作
は
木
器
の
出
土
直
後
の
記
録
保
存
だ
け
で
は
な
く
、
博
物
館
で
の
利
用

と
い
う
、
第
二
の
冒
的
を
意
図
し
た
と
推
測
で
き
る
。
濱
田
は
そ
の
著
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

『
通
論
考
古
学
睡
第
三
編
調
査
で
門
器
械
に
擦
る
複
製
的
記
録
」
の
手
段

と
し
て
「
写
真
」
「
拓
本
扁
に
続
き
、
「
紙
型
、
石
膏
型
等
」
の
項
目
を
設
け
、

以
下
の
通
り
解
説
す
る
。

　
「
（
前
略
）
吾
人
は
写
真
撮
影
等
に
よ
り
立
体
的
の
も
の
を
平
面
と
し
て

複
製
し
得
る
の
み
な
れ
ば
、
同
じ
く
立
体
的
の
複
製
を
造
る
に
は
以
上
の
方

法
に
依
る
外
な
き
な
り
。
ま
た
回
る
物
品
は
之
が
縮
直
せ
る
模
型
を
造
り
、

之
に
よ
り
て
用
法
其
他
を
研
究
す
る
必
要
あ
り
。
此
等
模
造
模
型
が
博
物
館

に
於
い
て
肝
要
な
る
こ
と
は
今
更
言
ふ
を
須
た
ず
。
要
す
る
に
石
膏
は
其
の

迅
速
に
凝
固
し
、
加
工
に
粋
な
る
点
に
於
い
て
、
其
の
経
済
的
な
る
点
に
於

い
て
、
考
古
学
の
研
究
室
に
在
り
て
は
、
須
要
轟
く
可
か
ら
ざ
る
の
材
料
な

　
　
⑤

り
と
す
。
」

　
濱
田
は
こ
こ
で
複
製
に
よ
る
立
体
的
記
録
と
し
て
の
模
型
が
、
用
法
な
ど

の
研
究
に
活
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
博
物
館
に
お
い
て
肝
要

で
あ
る
こ
と
を
明
言
す
る
。
本
書
の
自
序
に
よ
れ
ば
、
第
三
編
調
査
の
条

は
、
留
学
先
の
恩
師
で
あ
っ
た
ロ
ン
ド
ン
大
学
教
授
の
ブ
リ
ン
ダ
ー
ズ
・
ぺ
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ト
リ
ー
の
『
考
古
学
の
研
究
法
と
其
目
的
聴
（
§
塾
。
勢
§
織
』
§
恥
き

》
§
ぎ
鴨
ミ
軽
・
）
に
依
拠
す
る
も
の
が
多
い
と
い
う
。
ペ
ト
リ
ー
は
、
そ
の

第
W
章
．
、
0
8
旨
⇒
⑰
q
．
．
に
お
い
て
模
型
製
作
の
目
的
と
し
て
、
①
発
掘
現
場

に
お
け
る
記
録
、
②
博
物
館
に
お
け
る
展
示
、
の
二
つ
が
あ
る
と
前
置
き
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

発
掘
現
場
で
の
遺
物
の
型
取
り
の
手
順
を
紹
介
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
濱

田
の
記
録
手
段
の
　
つ
と
し
て
の
立
体
模
型
と
博
物
館
活
用
へ
の
言
及
は
、

ペ
ト
リ
ー
の
著
述
に
倣
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
髪
冠
模
型
の
製
作
が
ペ
ト
リ
ー
・
濱
田
の
い
う
発
掘
現
場
に
お
け
る
記
録

に
加
え
、
博
物
館
に
お
け
る
展
示
を
も
目
的
と
し
た
こ
と
は
、
模
型
の
復
元

形
態
や
施
さ
れ
た
着
色
を
み
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。
事
実
、
唐
古
木
器
の
模

型
の
全
て
が
黒
・
灰
・
褐
色
系
統
に
着
色
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
弓

（
8
3
番
）
（
図
1
）
の
模
型
は
黒
色
に
、
高
杯
（
1
9
番
）
の
模
型
、
及
び
高

杯
（
2
0
番
）
（
図
1
）
の
模
型
（
口
絵
1
下
）
を
里
…
魚
と
赤
色
と
に
塗
り
分

け
る
の
は
漆
塗
り
の
表
現
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
平
鍬
未
製
品
（
4
9
番
）
の
模

型
は
褐
色
の
塗
り
を
全
体
に
施
し
、
黒
色
で
木
目
を
描
い
て
お
り
、
カ
シ
柾

目
材
の
質
感
を
出
そ
う
と
し
た
意
図
が
う
か
が
え
る
。
さ
ら
に
、
色
や
木
目

で
用
材
の
違
い
を
表
現
し
た
も
の
も
あ
る
。
漏
壷
（
1
8
番
）
（
図
1
）
は
、

杯
部
と
頸
部
を
別
々
に
つ
く
り
、
柄
差
し
結
合
す
る
。
模
型
で
は
杯
部
を
灰

黒
色
に
、
頸
部
を
褐
色
に
塗
り
分
け
た
上
、
木
目
の
記
入
に
お
い
て
も
両
者

を
描
き
分
け
て
い
る
（
口
絵
1
下
）
。
『
唐
古
報
告
舳
に
は
杯
台
は
ケ
ヤ
キ
、

頸
部
は
ヒ
ノ
キ
と
使
用
樹
種
が
異
な
る
と
の
記
載
が
あ
り
、
模
型
で
は
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

用
材
と
木
取
り
や
木
目
の
違
い
を
配
色
に
よ
り
表
現
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
「
小
型
丸
木
弓
扁
（
8
6
～
8
7
番
、
9
1
番
、
9
3
番
、
9
5
～
9
9
番
）
の
模

型
は
、
い
ず
れ
も
弱
部
か
ら
二
三
㎝
程
度
の
長
さ
に
限
ら
れ
て
い
る
（
口
絵

2
－
8
）
。
声
部
と
は
、
弦
を
か
け
る
た
め
に
弓
の
先
端
に
作
り
出
し
た
部

位
で
、
欠
き
込
み
や
突
起
な
ど
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
『
唐
古
報
告
臨
で
は
餌

部
を
拡
大
し
た
実
測
図
（
第
七
六
図
）
と
写
真
（
図
版
第
七
七
）
を
示
し
、

「
尊
号
の
加
工
に
精
粗
各
種
の
手
法
の
並
び
行
わ
れ
た
事
が
認
め
ら
れ
る
」

と
述
べ
る
よ
う
に
、
特
に
胴
部
の
形
態
や
加
工
法
に
着
目
す
る
。
弾
部
を
中

心
と
し
た
模
型
の
存
在
か
ら
、
実
測
図
や
写
真
に
よ
る
二
次
元
的
記
録
の
み

な
ら
ず
、
模
型
に
よ
る
三
次
元
的
記
録
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
後
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

彊
の
形
態
分
類
と
弦
の
装
着
方
法
に
関
す
る
研
究
が
進
展
し
た
こ
と
か
ら
、

『
唐
古
報
告
㎏
に
お
け
る
彊
部
へ
の
着
眼
は
卓
見
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
こ

れ
ら
の
模
型
は
一
枚
の
展
示
台
に
寄
せ
並
べ
て
固
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
一

括
保
管
に
有
意
性
を
見
出
す
な
ら
ば
、
餌
部
の
細
部
の
加
工
形
態
の
差
異
を

比
較
す
る
た
め
の
展
示
教
材
と
し
て
も
有
用
で
あ
っ
た
と
評
価
で
き
る
。

　
さ
ら
に
唐
古
模
型
の
な
か
に
は
、
木
器
が
折
損
し
た
状
態
の
ま
ま
複
製
す

る
の
で
は
な
く
、
欠
損
部
を
補
っ
て
復
元
的
に
複
製
し
た
も
の
も
み
ら
れ
る
。

先
述
し
た
平
野
（
3
8
番
）
（
図
1
）
の
模
型
（
ロ
絵
2
1
2
）
の
ほ
か
に
も
、

平
鍬
（
4
3
番
）
は
下
半
部
欠
損
の
状
態
で
出
土
し
た
が
、
模
型
で
は
完
全
な
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形
に
復
元
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
現
状
複
製
（
現
状
模
型
、
あ
る
い
は
現

状
模
造
）
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
復
元
複
製
（
復
元
模
型
、
あ
る
い
は
復

元
模
造
）
で
あ
り
、
展
示
物
と
し
て

も
の
で
あ
る
。

［
色
見
学
者
の
理
解
を
大
い
に
助
け
る

　
こ
の
よ
う
に
、
唐
古
模
型
は
木
器
の
形
状
を
立
体
的
に
記
録
し
た
研
究
資

料
で
あ
る
と
問
時
に
、
博
物
館
に
お
け
る
展
示
・
教
育
資
料
と
し
て
の
役
割

も
期
待
さ
れ
た
。
実
際
、
前
述
の
漆
塗
り
の
高
杯
や
「
小
型
丸
木
弓
」
な
ど

一
部
の
模
型
は
、
総
合
博
物
館
の
前
身
で
あ
る
文
学
部
陳
列
館
の
陳
列
棚
に

収
蔵
展
示
さ
れ
て
い
た
。
以
上
、
唐
古
模
型
は
、
研
究
、
及
び
展
示
教
材
に

資
す
る
三
次
元
的
記
録
を
現
状
複
製
に
よ
り
残
し
、
研
究
教
育
に
活
用
す
る

こ
と
、
ま
た
｝
部
は
復
元
複
製
に
よ
り
一
般
見
学
者
の
理
解
を
助
け
る
展
示

物
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を
匿
的
に
製
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

①
前
掲
第
一
章
注
②
廣
　
三
⊥
二
貫
。

②
末
永
雅
雄
『
考
古
も
の
が
た
り
1
一
学
徒
の
研
究
史
』
読
売
新
聞
社
、
一
九
七

　
山
頃
年
、
　
一
　
一
…
二
頁
。

③
樹
種
同
定
の
結
果
は
、
一
九
三
九
年
の
臼
本
林
学
会
大
会
に
お
い
て
京
都
大
学

　
農
学
部
の
尾
中
文
彦
に
よ
り
報
告
さ
れ
、
用
途
に
よ
っ
て
樹
種
が
使
い
分
け
ら
れ

　
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
（
尾
中
文
彦
「
古
墳
其
の
他
古
代
の
遺
構
よ
り

　
出
土
せ
る
材
片
（
其
の
二
）
」
『
日
本
林
学
会
大
会
講
演
二
輪
　
九
三
九
年
）
。
当

　
時
の
同
定
基
準
は
現
代
と
は
異
な
る
こ
と
か
ら
、
石
膏
模
型
の
調
査
と
並
行
し
て

　
一
部
の
資
料
に
つ
い
て
、
二
〇
＝
二
年
に
森
林
総
合
研
究
所
の
能
城
修
一
氏
に
よ

　
る
樹
種
同
定
を
行
っ
た
。
表
1
に
は
両
者
の
結
果
を
併
記
し
た
。

④
濱
田
耕
作
噸
通
論
考
古
学
㎞
大
鐙
閣
、
～
九
二
二
年
、
＝
六
頁
。

⑤
前
掲
注
④
、
＝
＝
－
＝
一
二
頁
。

⑥
≦
録
凄
巴
興
ω
勺
Φ
巳
Φ
さ
篭
、
。
魯
§
ミ
転
義
§
醇
、
さ
爲
。
N
§
．
宏
睾

　
嘱
。
「
ド
一
ゆ
O
命
薯
．
①
今
0
9
た
だ
し
、
本
書
で
は
、
紙
型
に
続
い
て
樹
液
（
松
脂
）
、

　
錫
箔
に
よ
る
型
取
り
に
つ
い
て
詳
述
す
る
が
、
石
膏
に
よ
る
型
取
り
に
つ
い
て
は

　
言
及
し
て
い
な
い
。

⑦
た
だ
し
、
ケ
ヤ
キ
と
ヒ
ノ
キ
の
使
い
分
け
に
つ
い
て
『
唐
古
報
告
』
で
は
「
色

　
澤
を
異
に
す
る
他
聞
の
材
を
採
っ
て
脚
盗
上
部
に
帯
状
に
挿
入
し
、
そ
の
装
飾
的

　
効
果
を
期
し
た
と
も
」
と
解
す
る
が
（
一
五
二
頁
）
、
筆
者
ら
は
頸
部
に
ヒ
ノ
キ

　
が
使
用
さ
れ
た
の
は
そ
れ
が
指
物
加
工
に
適
し
て
い
た
た
め
と
考
え
る
。
弥
生
時

　
代
後
期
以
降
に
増
加
す
る
指
物
に
は
、
ヒ
ノ
キ
な
ど
の
針
葉
樹
材
が
多
用
さ
れ
て

　
お
り
、
弥
生
前
期
の
時
点
で
こ
の
点
を
踏
ま
え
た
木
材
利
用
が
な
さ
れ
て
い
た
点

　
に
注
冒
し
た
い
。

⑧
弥
生
時
代
に
お
け
る
弦
の
緊
縛
法
か
ら
弦
輪
法
へ
の
変
化
な
ど
が
明
ら
か
に
さ

　
れ
て
い
る
（
松
木
武
彦
「
原
始
・
古
代
に
お
け
る
弓
の
発
達
1
と
く
に
彊
の
形

　
態
を
中
心
に
一
」
隅
待
兼
山
論
集
㎞
第
｝
入
号
、
　
一
－
二
二
頁
、
　
一
九
八
四
年
。

　
楠
正
勝
「
弓
に
つ
い
て
」
糊
金
沢
市
新
保
本
町
チ
カ
モ
リ
遺
跡
　
第
四
次
発
掘
講

　
査
兼
土
器
編
』
、
二
八
八
－
三
〇
九
頁
、
　
九
八
六
年
。
神
野
恵
「
弥
生
時
代
の

　
弓
矢
（
上
X
下
）
一
機
能
的
側
面
か
ら
み
た
鐵
の
重
董
化
1
」
『
古
代
文
化
』

　
第
五
二
巻
第
一
〇
号
、
二
〇
↓
二
＝
貝
、
及
び
第
一
二
号
、
二
〇
⊥
二
〇
頁
、
二

　
〇
〇
〇
年
な
ど
）
。

五
　
ま
と
め
と
模
型
活
用
の
今
後

　
以
上
、
本
稿
で
は
京
都
大
学
総
合
博
物
館
保
管
の
唐
古
遺
跡
出
土
木
器
と

石
膏
模
型
の
実
態
を
再
確
認
し
、
模
型
製
作
の
目
的
や
利
用
の
意
義
に
つ
い
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て
考
察
し
た
。
木
器
は
出
土
後
、
半
世
紀
を
経
て
P
E
G
保
存
処
理
が
施
さ

れ
た
も
の
と
乾
燥
化
し
た
状
態
の
も
の
が
あ
る
が
、
多
く
は
原
形
を
と
ど
め

ず
加
工
痕
な
ど
は
不
明
瞭
で
あ
る
。
一
方
、
出
土
直
後
に
石
膏
で
型
取
り
さ

れ
た
四
四
点
の
模
型
は
、
博
物
館
学
上
は
実
物
の
一
次
資
料
に
対
し
て
、
二

次
資
料
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
が
、
実
物
で
は
現
在
確
認
で
き
な
い
情
報
も
有

し
て
お
り
、
一
次
資
料
と
同
等
の
、
あ
る
い
は
状
況
に
よ
っ
て
は
そ
れ
以
上

の
価
値
を
み
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
本
稿
で
は
、
唐
古
木
器
と
模
型
の
実
数
を
把
握
し
、
上
原
真
入
が
指
摘
し

　
　
　
　
　
　
　
　
①

た
「
レ
プ
リ
カ
の
威
力
」
を
斧
罪
質
以
外
の
多
様
な
資
料
を
癒
し
て
追
認
す

る
と
と
も
に
、
模
型
で
あ
る
雄
型
の
み
な
ら
ず
、
二
　
個
体
分
の
雌
型
が
存

在
す
る
こ
と
を
新
た
に
確
認
し
た
。
実
物
か
ら
直
接
型
取
ら
れ
た
雌
型
は
、

加
工
・
使
用
の
微
細
痕
跡
の
検
討
を
可
能
に
し
、
失
わ
れ
た
実
物
の
補
完
資

料
と
し
て
有
用
で
あ
る
こ
と
を
提
示
し
た
。

　
模
型
製
作
の
第
一
の
目
的
は
、
木
器
の
保
存
処
理
技
術
が
未
開
発
で
あ
っ

た
た
め
に
劣
化
を
ま
ぬ
が
れ
な
い
木
器
の
出
土
直
後
の
状
態
を
記
録
保
存
し

て
、
将
来
の
木
器
研
究
へ
の
活
用
の
可
能
性
を
残
す
こ
と
に
あ
っ
た
。
さ
ら

に
、
模
型
の
復
元
形
態
や
着
色
状
況
を
み
る
と
第
二
の
目
的
と
し
て
博
物
館

の
展
示
・
教
育
資
料
と
し
て
の
活
用
も
意
図
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
京
都
大
学
考
古
学
教
室
の
助
手
で
あ
っ
た
島
田
貞
彦
は
、
『
濱
田
先
生
追

悼
録
』
に
お
い
て
濱
田
博
士
製
作
の
模
型
二
種
と
し
て
「
希
臓
パ
ル
テ
ノ
ン

模
型
」
（
大
正
六
年
製
作
）
、
「
河
内
白
鳥
陵
（
軽
里
大
塚
）
模
型
扁
（
昭
和
～

一
年
製
作
）
を
挙
げ
、
濱
田
自
身
が
石
膏
模
型
製
作
に
熱
心
に
取
り
組
み
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

そ
の
充
実
化
を
図
っ
た
こ
と
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
「
手
工
的
技
術
は
石
膏
細
工
に
興
味
を
持
た
れ
、
あ
る
暑
休
を
パ
ル
テ
ノ

ン
殿
堂
の
百
分
一
模
型
に
没
頭
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
後
年
荒
谷
芳
雄
君

（
上
野
製
作
所
員
）
が
陳
列
館
地
下
室
の
暗
室
を
工
作
室
と
し
て
、
十
年
の

長
き
に
亙
り
遺
物
遺
跡
の
模
型
製
作
に
専
念
せ
し
め
ら
れ
、
模
型
に
よ
る
考

古
資
料
の
拡
充
を
告
げ
た
こ
と
は
特
記
し
て
よ
い
。
」

　
唐
古
模
型
の
製
作
も
、
濱
田
主
導
に
よ
る
こ
れ
ら
～
連
の
模
型
製
作
の
延

長
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　
近
年
、
考
古
学
に
お
い
て
レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ
ー
に
よ
る
遺
物
の
三
次
元

計
測
が
盛
ん
に
活
用
さ
れ
、
航
空
レ
ー
ザ
ー
に
よ
る
大
型
古
墳
の
三
次
元
測

蟄
も
行
わ
れ
は
じ
め
た
。
ま
た
、
博
物
館
や
研
究
機
関
で
は
簡
便
化
さ
れ
た

3
D
プ
リ
ン
タ
ー
に
よ
る
資
料
復
元
が
試
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
測
量

技
術
や
機
器
の
進
歩
に
と
も
な
い
、
三
次
元
情
報
が
も
た
ら
す
効
用
が
あ
ら

た
め
て
注
目
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
三
次
元
情
報
は
、
資
料
の
記
録
の
み
な
ら
ず
、

博
物
館
に
お
け
る
視
覚
的
な
展
示
物
と
し
て
有
用
で
あ
る
と
い
う
濱
田
の
視

点
は
、
今
も
な
お
色
奏
せ
て
い
な
い
。
唐
古
模
型
の
製
作
は
、
遺
物
の
三
次

元
的
記
録
と
保
存
、
さ
ら
に
は
博
物
館
の
展
示
活
用
の
た
め
の
考
古
学
研
究

史
上
、
初
期
の
試
み
と
し
て
評
価
で
き
よ
う
。
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今
後
は
、
現
在
の
三
次
元
計
測
技
術
を
駆
使
し
た
唐
古
模
型
の
新
た
な
活

用
が
期
待
で
き
る
。
現
存
す
る
唐
古
木
器
は
劣
化
が
進
み
、
長
期
の
展
示
は

困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、
雌
型
を
三
次
元
計
測
し
、
新
た
に
模
型
を
製
作
す

れ
ば
、
博
物
館
の
展
示
や
研
究
教
育
の
教
材
と
し
て
の
活
用
を
養
田
の
教
育

理
念
と
と
も
に
継
承
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
①
前
掲
第
一
章
注
③
。

　
②
島
田
貞
彦
「
考
古
学
教
室
の
今
昔
」
『
濱
田
先
生
追
悼
録
輪
京
都
帝
国
大
学
文

　
　
愚
ナ
部
考
古
泌
†
教
室
、
　
一
九
【
二
九
年
、
　
一
二
〇
1
一
二
六
頁
。

謝
　
辞

麿
古
木
器
・
模
型
の
調
査
は
、

筆
者
ら
が
京
都
大
学
総
合
博
物
館
在
籍
中
に
同
大

学
院
文
学
研
究
科
の
上
原
真
入
教
授
の
指
導
下
で
進
め
る
と
と
も
に
、
泉
拓
良
教
授

（
現
、
嗣
大
学
院
総
合
生
存
学
館
思
平
館
）
、
吉
井
秀
夫
教
授
、
阪
口
英
毅
助
教
よ

り
多
く
の
ご
示
唆
を
い
た
だ
い
た
。
平
成
二
二
年
三
月
に
は
総
合
博
物
館
で
出
土
木

器
研
究
会
を
開
催
し
、
三
一
名
の
参
加
者
と
と
も
に
唐
言
木
器
・
模
型
を
実
見
し
意

見
交
換
を
行
う
機
会
を
得
た
。
ま
た
、
調
査
期
問
を
通
じ
て
総
合
博
物
館
の
大
野
照

文
館
長
と
岩
崎
奈
緒
子
教
授
か
ら
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
、
今
回
の
調
査
成
果
の
～

端
が
平
成
二
六
年
秋
の
総
合
博
物
館
企
画
展
m
学
問
の
礎
を
受
け
継
ぐ
i
文
科
大

学
陳
列
館
か
ら
の
出
発
」
で
展
示
さ
れ
る
機
会
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。
本
稿

で
提
示
し
た
基
礎
資
料
が
今
後
の
木
器
研
究
の
進
展
に
寄
与
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
東
村
　
純
子
　
福
井
大
学
教
育
地
域
科
学
部
講
師
　

（
村
上
由
美
子
　
総
合
地
球
環
境
学
研
究
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
員

　
　
　
　
　
　

博物館資料としての石膏模型（東村・村上）

l15　（795）




